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若
い
人
が
会
話

の
中
で
よ
く
「
ウ

ッ
ソ
ー
」
と
言
う

の
を
外
人
が
聞
く

と
日
本
人
は
そ
ん

な
に
嘘
を
つ
く
の

か
と
思
う
そ
う
で
あ
る
。
こ
の

「
ウ
ッ
ソ
ー
」
は
も
ち
ろ
ん

「
本
当
」
と
か
「
お
ど
ろ
き
」

の
意
味
で
、
日
本
人
の
多
く
が

liar

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

日
本
政
府
は
核
の
持
込
に
つ
い

て
はliar

で
あ
り
続
け
て
い
る
。

被
爆
国
日
本
は
国
是
と
し
て

「
作
ら
ず
」、「
持
た
ず
」、「
持

ち
込
ま
せ
ず
」
の
非
核
三
原
則

を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
１
９

６
０
年
安
保
改
定
時
、
核
を
搭

載
し
た
米
軍
艦
・
航
空
機
の
日

本
へ
の
立
寄
を
容
認
し
た
密
約

が
日
米
間
で
取
り
交
わ
さ
れ

た
。
２
０
０
０
年
、
日
本
共
産

党
は
米
政
府
の
あ
る
公
文
書
の

中
で
、
こ
の
密
約
の
複
写
を
日

本
側
が
保
持
し
て
い
る
と
明
記

し
て
い
る
こ
と
を
国
会
で
取
り

上
げ
政
府
を
追
及
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
政
府
は
密
約
を
否
認

し
、
事
前
協
議
が
日
米
間
で
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
核
の

持
込
は
な
い
と
答
弁
し
て
来

た
。
し
か
し
最
近
、
共
同
通
信

を
は
じ
め
、
そ
の
他
マ
ス
コ
ミ

に
元
外
務
次
官
経
験
者
数
名

が
、
こ
の
核
の
密
約
の
存
在
を

認
め
、ま
た
こ
の
密
約
を
首
相
、

大
臣
を
選
別
し
て
告
知
し
て
い

た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
オ

バ
マ
米
大
統
領
が
核
軍
縮
を
進

め
、
い
ず
れ
核
の
な
い
世
界
の

実
現
を
表
明
す
る
一
方
、
北
朝

鮮
は
核
実
験
を
強
行
し
て
い

る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
日
本
の

支
配
層
は
米
国
の
核
の
傘
に
一

層
強
く
し
が
み
つ
こ
う
と
し
て

い
る
。
し
か
し
国
民
は
政
府
の

嘘
を
許
さ
な
い
と
同
時
に
、
政

府
が
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る

こ
と
、
ま
た
世
界
の
非
核
化
を

強
く
望
ん
で
い
る
。

（
和
）

今
年
4
月
、
プ
ラ
ハ
に
お
い

て
、
米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
が

現
職
の
米
大
統
領
と
し
て
初
め

て
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め

に
行
動
す
る
と
演
説
し
た
こ
と

に
、
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
世

界
の
多
く
の
人
々
が
歓
迎
し
、

歴
史
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
チ

ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
行
動
を
強

め
て
い
る
。

こ
の
間
、
反

核
医
師
の
会
は
、

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

（
核
戦
争
防
止
国

際
医
師
会
議
）

が
よ
び
か
け
た

「
I

Ｃ
Ａ
Ｎ
」

（International
C
am
paign

to
Abolish

N
uclear

W
eapons

）
に
呼

応
し
、「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」

国
際
署
名
、
Ｉ

Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｄ
（
核

不
拡
散
・
核
軍

縮
に
関
す
る
国

際
委
員
会
）
準

備
委
員
会
へ
の

参
加
、
原
爆
症

認
定
集
団
訴
訟

の
全
面
解
決
と

被
爆
者
救
済
の

運
動
な
ど
に
と
り
く
ん
で
き

た
。そ

う
し
た
な
か
で
、
反
核
医

師
の
会
が
被
爆
国
の
医
師
と
し

て
の
社
会
的
良
心
と
責
務
を
遂

行
す
る
た
め
に
、
今
年
の
「
つ

ど
い
」
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

今
年
の
「
つ
ど
い
」
で
は
、

核
軍
縮
の
専
門
家
・
大
阪
女
学

院
大
学
教
授
の
黒
澤
満
氏
、
日

赤
長
崎
原
爆
病
院
院
長
・
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
長
崎
支
部
長
の
朝
長
万

左
男
氏
の
講
演
を
は
じ
め
、
来

年
の
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
む
け
た

運
動
の
重
要
性
と
核
廃
絶
の
展

望
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
交
流

す
る
予
定
。
実
行
委
員
会
で
は

全
国
各
地
か
ら
の
積
極
的
な
参

加
と
、
成
功
の
た
め
の
募
金
を

よ
び
か
け
て
い
る
。

Physicians Against Nuclear War（PANW）

P
hysicians A

g
ainst N

uclear W
ar

11
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）
の
2
日
間
、

鹿
児
島
市
内
で
「
第
20
回
核
戦
争
に
反
対
し
、

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
る
。

◆会場 鹿児島県市町村自治会館 4階ホール
（鹿児島市鴨池新町7-4）

◆参加費
医師・歯科医師・医学者： 5,000円
医療関係者： 2,000円
医学生： 1,000円

◆レセプション
一般　：8,000円、医学生：4,000円

◆宿泊（鹿児島東急ホテル　朝食込）
シングル：9,450円、ツイン：8,400円

◆参加申し込み、変更、交通（航空券ホテルパック、JR
等）、延泊などについては下記までご相談ください。
○MBCトラベル　TEL：099-244-3411

FAX：099-244-6057
参加を呼びかけるポスター
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11月21日（土）
●13：30～　【学習講演】

「核兵器のない世界へ向けて」
◇黒澤　満氏（大阪女学院大学教授）

大阪大学名誉教授、IPPNW大阪府支部特別顧問。国際平
和と安全保障、その中でも核軍縮、核不拡散など軍縮問
題、国連の平和活動、北東アジアの安全保障などについ
て研究。
2009年4月、日本軍縮学会が設立され、初代会長に就任。
著書に『核軍縮と国際平和』『21世紀の核軍縮』『軍縮国
際法』など。

11月22日（日）
●9：00～　【シンポジウム】

「平和・憲法・核問題を考える－いまできること」
◇木村　朗氏（鹿児島大学法文学部法政策学科教授）

平和学（広島・長崎講座）、国際関係論、民族・地域紛争
論、マスコミ論などが主要研究テーマ。特に原爆投下・
日本降伏問題、日米安保体制と沖縄問題、9・11事件、
情報操作とメディア・リテラシーといった問題にも取り
組んでいる。社会人も参加できる「平和問題ゼミナ－ル」
を開講し、各種平和・憲法に関する市民グル－プにメン
バーとして参加・活動している。

◇荒川　譲氏（鹿児島県原水爆禁止協議会議長）

◇被爆者　語り部の方
◇コメンテーター（黒澤　満氏・朝長万左男氏）

鹿児島大学名誉教授。東京生まれ。東京大学大学院を経
て1963年鹿児島大学へ。教養部長、法文学部法政策学科
教授を歴任。長年にわたり、鹿児島の反戦、反核、平和
運動のリーダーとして活動。
鹿児島県憲法を守る会会長、鹿児島に米軍はいらない県
民の会会長、かごしま九条の会代表幹事、川内原発増設
反対県共闘会議議長など。

●15：30～　【特別講演】

「核兵器は究極の疫病　～半世紀を経て
なお持続する原爆の人体影響～」

◇朝長万左男氏（日赤長崎原爆病院院長・IPPNW長崎支部長）
長崎市生まれ、約40年間長崎大学医学部に勤務し、原爆
後障害医療研究施設の治療部門で、主に原爆被爆者の医
療に携わり、原爆放射線の人体影響について研究を行う。
2009年4月より、日赤長崎原爆病院院長。
2009年6月、高齢被爆者の白血病発症の解明につながる
骨髄異形成症候群（ＭＤＳ）の研究発表。

●17：10～　【全体会】
●18：30～　【レセプション】

●11：40～　【全体会】
●12：30 【閉会】

「核兵器のない世界を」
国際署名にご協力を

反
核
医
師
の
会
で
は
、
核
保
有
国
を
は
じ
め
す
べ
て
の
国

の
政
府
が
す
み
や
か
に
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
条
約
の
交
渉
を

開
始
し
、
締
結
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
よ
う
よ
び
か
け
る

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
国
際
署
名
を
推
進
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
昨
年
夏
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
お
い
て
よ
び
か

け
ら
れ
た
署
名
で
、「
会
」と
し
て
は
、来
年
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
ま
で
に
５
万
筆
、
今
年
11
月
の
鹿
児
島
で
の
つ
ど

い
ま
で
に
２
万
６
千
筆
を
目
標
に
、
会
員
の
積
極
的
な
と
り

く
み
を
よ
び
か
け
て
い
る
。
署
名
の
問
い
合
わ
せ
は
、
反
核

医
師
の
会
事
務
局
ま
で
。

主な日程
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5
月
28
日
に
開
か
れ
た「
原
爆

症
認
定
集
団
訴
訟
全
面
解
決
を

め
ざ
す
全
国
集
会
」
に
は
４
０

０
人
が
参
加
し
た

5
月
26
日
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た

被
爆
者
の
座
り
込
み
に
は
、
東

京
の
会
の
渡
辺
代
表
委
員
、
竹

山
・
土
岐
両
運
営
委
員
ら
が
激

励
行
動
に
参
加
し
た
。

国
は
裁
判
で
何
も
学
ん
で
い

な
い

２
０
０
９
年
5
月
28
日
の
原

爆
症
認
定
集
団
訴
訟
東
京
高
裁

判
決
に
対
し
て
、
国
が
上
告
を

断
念
し
た
。

東
京
高
裁
の
判
決
を
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
と
し
て
解
決
を
図
り

た
い
と
い
っ
て
い
た
国
、
厚
生

労
働
省
は
「
甲
状
腺
機
能
低
下

症
」
と
「
慢
性
肝
炎
・
肝
硬
変
」

を
積
極
認
定
の
疾
患
に
加
え
た

「
新
し
い
審
査
の
方
針
」
の
改

訂
版
を
発
表
し
た
。「
放
射
性

起
因
性
の
あ
る
」
と
い
う
た
だ

し
が
き
付
き
で
…
…

―
放
射
性
起
因
性
―
　
こ
れ

こ
そ
が
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟

で
最
大
の
争
点
と
さ
れ
て
き
た

キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
か
。
国

が
こ
の
裁
判
で
何
も
学
ん
で
こ

な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

原
爆
症
認
定
の
た
た
か
い

そ
も
そ
も
、
原
爆
症
と
は
何

で
あ
っ
た
か
。
あ
の
日
広
島
・

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
瞬

時
に
何
万
人
も
の
命
が
、
否
、

存
在
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
た
。

生
き
残
っ
た
人
た
ち
も
身
体

に
、
こ
こ
ろ
に
、
そ
し
て
暮
ら

し
に
大
き
な
傷
を
背
負
っ
て
生

き
延
び
て
い
た
。
被
爆
者
に
国

か
ら
手
が
さ
し
伸
ば
さ
れ
た
の

は
、
原
爆
投
下
か
ら
12
年
も
過

ぎ
た
１
９
５
７
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
原
爆
医
療
法
に
よ
り
被

爆
者
健
康
手
帳
が
交
付
さ
れ
、

原
爆
症
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、

国
が
医
療
費
を
全
額
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。１
９
６
８
年
に

原
爆
特
別
措
置
法
に
よ
り
認
定

さ
れ
た
被
爆
者
に
特
別
手
当
が

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

被
爆
者
援
護
法
に
よ
る
認
定

の
基
準
は
①
被
爆
者
が
原
爆
の

放
射
線
に
よ
り
病
気
や
け
が
を

発
症
し
た
、
あ
る
い
は
治
癒
能

力
が
放
射
線
の
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と(
放
射
性
起
因
性)

。

②
現
在
医
療
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
こ
と(

要
医
療
性)

が
要
件

と
な
る
。
し
か
し
放
射
性
起
因

性
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
認
定

被
爆
者
の
数
は
１
９
８
０
年
代

以
後
ほ
ぼ
２
０
０
０
名
、
手
帳

所
持
者
の
わ
ず
か
の
０
・
８
％

前
後
と
い
う
限
ら
れ
た
数
に
な

っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
原

爆
症
認
定
を
求
め
る
裁
判
が
１

９
６
９
年
以
後
争
わ
れ
た
。
し

か
し
最
高
裁
を
含
め
て
７
回
の

勝
訴
判
決
の
結
果
が
認
定
基
準

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
無
く
、

松
谷
裁
判
以
後
は
悪
名
高
い

「
原
因
確
率
」
が
導
入
さ
れ
て
、

以
前
よ
り
認
定
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

現
実
か
ら
目
を
背
け
た
国
の

陳
述

こ
の
ま
ま
個
別
の
訴
訟
で
た

た
か
っ
て
も
問
題
は
解
決
し
な

い
、
と
集
団
訴
訟
が
提
起
さ
れ

た
。
２
０
０
３
年
4
月
17
日
、

札
幌
、
名
古
屋
、
長
崎
の
各
地

方
裁
判
所
に
あ
わ
せ
て
７
名
の

被
爆
者
が
認
定
却
下
取
り
消
し

を
求
め
て
裁
判
を
起
こ
し
た
の

で
あ
る
。
現
在
21
都
道
府
県
12

地
裁
９
高
裁
１
最
高
裁
で
裁
判

が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
提
訴

以
来
68
名
の
被
爆
者
が
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
。

裁
判
の
中
で
国
は
、
Ｄ
Ｓ
86

に
よ
る
初
期
放
射
線
被
曝
量
の

み
を
問
題
と
し
て
、
残
留
放
射

線
や
内
部
被
曝
は
考
慮
に
値
し

な
い
程
度
で
あ
る
と
切
り
捨
て

て
い
る
。「
原
告
は
被
曝
を
し

て
い
な
い
」「
脱
毛
は
ス
ト
レ

ス
の
た
め
「
下
痢
は
衛
生
状
態

が
悪
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
被
爆

者
の
現
実
か
ら
目
を
背
け
た
非

科
学
的
な
陳
述
を
繰
り
返
し
て

い
る
。

医
師
団
が
意
見
書
を
発
表

弁
護
団
の
要
請
を
受
け
て
、

全
日
本
民
医
連
被
ば
く
問
題
委

員
会
を
中
心
と
す
る
医
師
団

が
、
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
に

対
す
る
意
見
書
を
発
表
し
た
。

被
爆
直
後
の
広
島
、
長
崎
で
被

爆
者
の
援
護
・
診
療
に
あ
た

り
、
科
学
者
の
目
で
真
摯
に
そ

の
実
態
を
記
録
し
て
き
た
先
人

た
ち
の
偉
大
な
業
績
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。そ
の
記
録
か
ら
も
、

Ｄ
Ｓ
86
の
被
爆
線
量
に
基
づ
く

「
原
因
確
率
」
に
よ
る
認
定
基

準
が
い
か
に
矛
盾
に
満
ち
て
い

る
か
が
う
か
が
え
る
。
個
別
の

原
告
に
つ
い
て
の
医
学
的
意
見

書
も
各
地
の
医
師
の
手
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
、
証
人
と
し
て
何

人
も
の
医
師
が
意
見
を
陳
述
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
医
師
の
意

見
書
や
証
言
が
裁
判
の
中
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

科
学
者
と
し
て
た
た
か
い
を

集
団
訴
訟
が
始
ま
る
前
、
原

爆
症
の
認
定
の
手
続
き
に
訪
れ

た
被
爆
者
に
、あ
な
た
の
距
離
、

疾
患
で
は
認
定
は
無
理
だ
と
い

っ
て
自
己
規
制
を
か
け
て
き

た
。
原
爆
の
た
め
に
多
く
を
失

い
、
そ
の
た
め
に
つ
ら
い
生
活

を
強
い
ら
れ
た
こ
と
を
国
に
認

め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
、

私
た
ち
は
真
正
面
か
ら
受
け
止

め
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
集

団
訴
訟
を
た
た
か
っ
て
く
る
中

で
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

真
の
被
爆
者
救
済
の
実
現
の

た
た
か
い
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で

あ
る
。
私
た
ち
に
は
被
爆
者
に

よ
り
そ
う
気
持
ち
と
、
科
学
者

の
目
を
も
っ
て
こ
の
た
た
か
い

を
支
え
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
現
状
と

医
師
の
役
割

常
任
世
話
人
　
向
山

新

反
核
医
師
の
会
は
、
総
選
挙
を
控
え
て
「
核

に
関
す
る
政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。

い
ま
、
世
界
と
日
本
に
お
け
る
平
和
と
核
兵

器
の
問
題
は
、
来
年
２
０
１
０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
を
前
に
、重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条

約
締
結
に
向
け
て
運
動
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を

と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

反
核
医
師
の
会
で
は
、
近
く
予
定
さ
れ
て
い

る
総
選
挙
を
前
に
、「
核
に
関
す
る
政
党
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
自
民
党
、
公
明
党
は
回
答
締
切
日
の

７
月
15
日
ま
で
に
回
答
が
な
く
、
核
廃
絶
に
対

す
る
消
極
的
態
度
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

核に関するアンケート

反核医師の会が
政党アンケートを実施

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHH

＜問1＞核廃絶にむけて日本がとるべき政策について
2000年ＮＰＴ再検討会議での合意事項であり、またオバ
マ大統領のプラハ演説でも述べられた「安全保障政策にお
ける核兵器の役割の縮小」に関して、
日本の防衛は、米国の核抑止に依存していますが、核廃
絶に向け日本が取るべき政策について

＜問2＞2010年の核不拡散条約（NPT）再検討会議に
むけて

2010年のNPT再検討会議にむけて、核保有国には2000年
5月のNPT再検討会議での「保有国が保有核兵器の完全廃棄
を達成する」という明確な約束を実行することが求められ
ています。
日本国政府が、核保有国をはじめすべての国の政府がす
みやかに核兵器禁止・廃絶条約の交渉開始に合意するよう
よびかけることに、

＜問4＞東北アジア非核地帯の推進について
今、世界各地域、特に南半球で、非核地帯ができ、地域
の平和と安全の強化に寄与しています。日本も中央アジア
非核地帯設立に向け、大いに支援してきた経緯もあります。
東北アジア非核地帯設立を推進することについて

＜問5＞総選挙での選挙公約について
米国の大統領選挙や豪州の総選挙で核廃絶が選挙の争点
の一つとなりましたが、今回の総選挙で貴政党は「核廃絶」
を選挙公約やマニフェストなどで積極的に取り上げますか。

＜問3＞非核3原則の法制化について

国
民
新
党

社
民
党

共
産
党

公
明
党

民
主
党

自
民
党

○○○
未
回
答

○
未
回
答

「核抑止」や「核の傘」に代わる
選択肢を提案する
「核の傘」は核攻撃に対してのみ
に限定する

現状維持

国
民
新
党

社
民
党

共
産
党

公
明
党

民
主
党

自
民
党

○○○未
回
答

○未
回
答

賛　　　成
反　　　対
そ　の　他

国
民
新
党

社
民
党

共
産
党

公
明
党

民
主
党

自
民
党

○

○○未
回
答○

未
回
答

必要である
必要でない
そ　の　他

国
民
新
党

社
民
党

共
産
党

公
明
党

民
主
党

自
民
党

○○○
未
回
答

○
未
回
答

積極的に取り組むべき
非現実的で、努力するのは無駄
わからない
そ　の　他

国
民
新
党

社
民
党

共
産
党

公
明
党

民
主
党

自
民
党

○○○
未
回
答

○
未
回
答

取り上げる予定
取り上げない
未　　　定
そ　の　他

第7回核戦争防止国際医師会議（IPPNW）北アジア・南アジア合同地域会議
◆日　時：平成21年8月22日（土）13:00～18:00、23日（日）9:00～13:00
◆場　所：広島国際会議場　地下2階　ヒマワリ（日英同時通訳付・入場無料）
◆テーマ：We CAN 核兵器廃絶、今こそ好機！
◆目　的：志を同じくする国内外の医師・医学生・医療関係者・一般市民が一堂に会し、核兵器廃絶のための具体策を探る。
◆主　催：核戦争防止国際医師会議（IPPNW）日本支部
◆共　催：広島県医師会、広島市医師会、広島県歯科医師会、広島県薬剤師会
◆後　援：日本医師会、広島県、広島市、中国新聞社　等
＜主な内容＞
◆2009年8月22日（土）
8 :30～　医学生会議、 12:00～ 参加受付・開場
13:00～　開会式
13:40～　南・北アジア地域会議総会
14:55～　基調講演「核兵器廃絶へ : 好機を活かす」

梅林宏道・ピースデポ前代表
15:50～　シンポジウム「核兵器廃絶に向けて: 広島から世界へ」

片岡勝子・JPPNW事務総長（広島大学名誉教授）、金子
熊夫・JPPNW特別顧問（元東海大学教授）、駐オースト
リア大使・IAEA大使（IPPNWモンゴル支部顧問）、ジ
ャルガルサイハン・エンクサイハン氏、鈴木達治郎・
東京大学公共政策大学院客員教授（パグウォッシュ会

議　評議員）、浅井基文・広島市立大学広島平和研究
所所長、田城明・中国新聞特別編集委員

18:15～　ウェルカムパーティ
◆8月23日（日）
9 :00～　医学生の活動状況
10:00～　南アジア地域セッション「南アジアならびに世界の平

和と安全保障」
11:40～　教育講演「広島・長崎の原爆被災と後障害」（仮題）

原爆放射線の健康に与える影響（仮題）
児玉和紀・放射線影響研究所主席研究員
原爆被爆者の白血病と骨髄異形成症候群（MDS）（仮題）
朝長万左男・長崎原爆病院院長

12:40～13:00 閉会式、広島宣言
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歓
迎
す
べ
き
オ
バ
マ
演
説

２
０
１
０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
向
け
て
、
国
際
的
に

核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
た
動
き

が
加
速
し
て
い
る
。

２
０
０
９
年
４
月
５
日
、
オ

バ
マ
米
大
統
領
は
プ
ラ
ハ
で
、

「
米
国
が
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
平
和
を
追
及
す
る
決
意
」
を

表
明
し
た
。
ま
た
、「
核
保
有

国
と
し
て
、
核
兵
器
を
使
用
し

た
こ
と
の
あ
る
唯
一
の
核
保
有

国
と
し
て
、
米
国
に
は
行
動
す

る
道
義
的
責
任
が
あ
る
」
と
し

て
、「
米
国
だ
け
で
は
こ
の
活

動
で
成
功
を
収
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
の
先
頭
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
活
動
を

始
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、

世
界
に
向
け
て
、
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
て
の
運
動
を
呼
び
か
け

た
。
し
か
し
、「
こ
の
目
標
は
、

す
ぐ
に
は
達
成
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
私
の
生

き
て
い
る
う
ち
に
は
達
成
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
」
と
も
述
べ
、
こ

の
運
動
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
忍
耐
と
粘
り
強
さ
が
必
要

で
あ
り
、
世
界
が
変
わ
り
得
な

い
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く

「
イ
エ
ス
・
ウ
ィ
・
キ
ャ
ン
」

と
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
調
し
た
。

ま
た
、
演
説
で
は
、
そ
の

「
具
体
的
措
置
」
と
し
て
、
ロ

シ
ア
と
の
戦
略
兵
器
削
減
条
約

（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
）
の
交
渉
、

包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
の
早
期
発
効
実
現
、

検
証
可
能
な
核
分
裂
物
質
生
産

禁
止
条
約（
カ
ッ
ト
オ
フ
条
約
）

の
実
現
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
核
廃
絶
に

向
け
た
「
強
い
決
意
」
は
、
ブ

ッ
シ
ュ
前
大
統
領
の
核
兵
器
の

先
制
使
用
戦
略
を
公
に
し
、
国

際
政
治
の
場
で
は
、
核
兵
器
廃

絶
を
敵
視
し
た
立
場
を
１
８
０

度
転
換
し
た
も
の
と
し
て
、
歓

迎
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

露
大
統
領
と
核
軍
縮
で
一
致

オ
バ
マ
大
統
領
は
、
４
月
メ

ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
・
ロ
シ
ア
大
統

領
と
会
談
し
、
核
軍
縮
に
一
致

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
、
今
年
12
月
ま
で
に
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｔ
１
の
継
続
条
約
を
結
ぶ
こ

と
で
合
意
し
た
。
ま
た
、
今
年

の
５
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
準
備
委
員
会
で

は
、「
私
は
プ
ラ
ハ
で
、
核
兵

器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
め
ざ

す
た
め
、
米
国
が
最
初
の
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
を
約
束
し

た
。
私
は
協
力
と
相
互
理
解
で

Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
強
化
し
、
信
頼
を
回

復
す
る
と
い
う
希
望
に
満
ち
て

い
る
」
と
い
う
異
例
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
た
。
米
国
政
府
に

よ
る
こ
の
核
政
策
の
転
換
は
、

２
０
１
０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
へ
の
成
果
に
、
明
る
い
展

望
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
先
の
イ
タ
リ
ア
中
部

で
開
か
れ
た
主
要
８
カ
国
首
脳

会
議
は
、
核
の
な
い
世
界
へ
の

条
件
整
備
に
努
め
る
こ
と
で
一

致
し
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
来
年

３
月
に
「
世
界
核
安
全
保
障
サ

ミ
ッ
ト
」
を
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
核
廃
絶
」
へ
の
圧
倒
的
支

持
と
運
動
を

オ
バ
マ
大
統
領
の
核
戦
略
の

転
換
は
、
米
大
統
領
選
挙
に
お

け
る
オ
バ
マ
候
補
と
民
主
党
の

「
米
国
は
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
め
ざ
す
」
と
い
う
政
策
を
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
東
西

「
冷
戦
」
以
来
続
い
た
「
核
抑

止
論
」
の
破
綻
も
意
味
し
て
い

る
。核
兵
器
の
拡
散
に
よ
っ
て
、

核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
リ
ス
ク

が
従
来
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
世
界
的
な
経
済

危
機
に
伴
う
ア
メ
リ
カ
の
財
政

赤
字
に
と
っ
て
、
核
兵
器
の
開

発
や
維
持
は
莫
大
な
費
用
を
伴

い
、
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
を
見

直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
国
内

で
の
抵
抗
も
強
い
。
共
和
党
は

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の
批
准
に
対
し
て
反

対
の
立
場
で
あ
り
、
ま
た
ア
メ

リ
カ
国
内
で
の
軍
事
産
業
の
抵

抗
も
あ
る
。

オ
バ
マ
大
統
領
の
「
強
い
決

意
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
願
う
世
界
の

人
々
の
「
イ
エ
ス
・
ウ
ィ
・
キ

ャ
ン
」
と
い
う
圧
倒
的
な
支
持

と
運
動
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

運
動
に
よ
っ
て
、
核
兵
器
が
な

い
世
界
を
「
私
た
ち
が
生
き
て

い
る
間
」
に
実
現
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

被
爆
国
政
府
の
役
割
を
明
確

に特
に
、
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略

に
依
存
し
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の

傘
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
日
本

政
府
が
、
明
確
に
「
核
廃
絶
」

の
立
場
に
立
つ
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。「
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
日
本
に
は
核
兵
器

の
廃
絶
に
向
け
て
、
先
頭
に
た

っ
て
行
動
す
る
道
義
的
責
任
が

あ
る
」。
日
本
の
立
場
を
明
確

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
て
の
世
界
の
世

論
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の

会
の
結
成
に
向
け
て

小
山
高
澄
氏
（
９
条
の
会
世

話
人
）
の
司
会
の
も
と
、
第
１

部
で
は
、
武
田
勝
文
反
核
平
和

委
員
会
委
員
長
が
、「
か
つ
て

な
い
反
核
の
機
運
が
高
ま
る
な

か
、
よ
り
幅
広
い
運
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
近
畿

で
は
唯
一
大
阪
だ
け
に
な
か
っ

た
反
核
医
師
の
会（
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
）

の
結
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。な
お
、

大
阪
で
は
「
医
療
人
の
会
」
と

し
、
医
師
、
歯
科
医
師
に
加
え
、

薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
全
て
の

医
療
従
事
者
に
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
く
意
向
を
示
し
た
。
フ

ロ
ア
か
ら
の
発
言
で
は
、
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医

師
会
議
）
大
阪
府
支
部
運
営
委

員
で
も
あ
る
岩
崎
正
氏
が
大
阪

の
医
師
が
取
り
組
ん
で
き
た
反

核
運
動
の
歴
史
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
大
阪
で
の
「
反
核
医

師
の
会
」
結
成
に
対
し
、
強
い

の
中
で
２
５
０
例
（
急
性
１
０

０
例
を
含
む
）
が
被
爆
２
・
５

km
以
内
で
、
残
る
症
例
の
多
く

は
入
市
被
爆
者
。
特
に
６
日
に

入
市
し
た
被
爆
者
に
癌
を
含
め

て
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
鎌
田
氏
は
「
被

爆
者
に
は
遺
伝
子
の
増
幅
が
多

く
見
ら
れ
、
被
爆
者
は
放
射
線

を
浴
び
て
遺
伝
子
に
傷
を
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
。

脳
血
管
や
ど
こ
の
臓
器
か
ら
も

病
気
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
。
二
つ
、
三
つ
と
多
重
癌

の
患
者
も
い
る
が
、
当
然
の
こ

と
だ
」
と
話
し
、
す
べ
て
の
臓

器
の
癌
を
対
象
と
し
て
い
な
い

国
の
原
爆
症
認
定
基
準
を
批
判

し
た
。

判
決
に
調
査
内
容
が
反
映

２
０
０
６
年
５
月
、
国
の
原

爆
症
不
認
定
の
取
り
消
し
を
求

賛
意
を
示
し
た
。

ま
た
、
山
上
紘
志
代
表
世
話

人
が
あ
い
さ
つ
し
、
核
兵
器
廃

絶
を
近
い
将
来
実
現
す
る
決
意

を
表
明
し
た
。

鎌
田
七
男
氏
が
講
演

第
２
部
で
は
、（
財
）
広
島

原
爆
被
爆
者
援
護
事
業
団
理
事

長
・
鎌
田
七
男
氏
が
「
放
射
線

障
害
か
ら
み
た
原
爆
症
認
定
制

度
の
在
り
方
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
た
。

多
重
癌
は
当
然
の
こ
と

鎌
田
氏
は
広
島
大
学
医
学
部

を
卒
業
後
、
同
大
学
で
設
置
間

も
な
い
被
爆
内
科
に
勤
務
。
被

爆
者
の
健
康
診
断
、
外
来
診
療

に
あ
た
り
な
が
ら
、
被
爆
者
の

染
色
体
の
観
察
を
開
始
。
そ
の

中
で
爆
心
地
か
ら
１
km
以
内
で

被
爆
し
た
患
者
に
多
く
の
異
常

が
発
見
さ
れ
た
。

鎌
田
氏
は
爆
心
地
か
ら
５
０

０
ｍ
以
内
で
被
爆
し
た
近
距
離

被
爆
者
78
名
を
対
象
に
通
常
の

健
康
診
断
の
外
に
体
力
や
背
骨

の
強
さ
、
呼
吸
量
の
測
定
な
ど

健
診
を
続
け
て
き
た
。
現
在
の

生
存
者
は
16
名
で
、
今
年
健
診

を
受
け
た
４
名
中
２
名
か
ら

「
二
つ
目
の
癌
」
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。

白
血
病
患
者
は
被
爆
２
km
以

内
に
多
く
、
鎌
田
氏
が
調
査
し

た
約
４
０
０
０
例
の
白
血
病
患

者
の
染
色
体
の
う
ち
、
原
爆
関

連
白
血
病
が
約
６
０
０
例
。
そ

め
る
画
期
的
な
判
決
が
大
阪
地

裁
か
ら
出
さ
れ
た
が
、
判
決
文

の
中
で
「
爆
心
地
か
ら
２
km
以

遠
の
被
爆
し
た
者
で
脱
毛
等
放

射
線
に
よ
る
急
性
症
状
が
一
定

割
合
で
存
在
す
る
事
実
が
複
数

の
調
査
で
認
め
ら
れ
て
い
る
」

「（
固
形
癌
）
の
発
生
率
に
つ
い

て
統
計
的
に
有
意
な
リ
ス
ク
が

存
在
す
る
と
い
う
報
告
も
存

在
」
な
ど
、
鎌
田
氏
の
調
査
内

容
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
。

０
７
年
８
月
に
当
時
の
安
倍

首
相
が
原
爆
症
の
認
定
制
度
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
表
明
し
た

が
、「
厚
労
省
が
『
審
査
の
指

針
の
在
り
方
』
の
見
直
し
に
改

変
し
て
し
ま
っ
た
」
と
鎌
田
氏

は
指
摘
。
し
か
し
、
厚
生
労
働

省
の
「
原
爆
症
認
定
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」
の
委
員
と

な
っ
た
鎌
田
氏
は
、
残
留
放
射

線
の
影
響
を
証
明
す
る
こ
と
に

力
を
入
れ
る
。

新
認
定
基
準
の
問
題
点
を
指

摘こ
れ
ら
の
議
論
を
受
け
て
厚

労
省
は
、
昨
年
４
月
か
ら
新
基

準
で
原
爆
症
の
認
定
審
査
を
開

始
し
た
。
従
来
か
ら
批
判
が
根

強
い
、
病
気
の
発
症
原
因
が
原

爆
放
射
線
で
あ
る
割
合
を
確
率

で
示
す
「
原
因
確
率
」
は
、
審

査
の
迅
速
化
の
た
め
に
の
み
使

用
し
、
原
因
確
率
が
10
％
以
上

な
ら
事
務
局
で
認
定
処
理
。
原

因
確
率
が
10
％
以
下
の
場
合
で

も
①
爆
心
地
か
ら
３
・
５
km
以

内
で
被
爆
②
原
爆
投
下
か
ら
１

０
０
時
間
以
内
に
爆
心
地
か
ら

２
km
以
内
に
入
市
③
１
０
０
時

間
経
過
後
、
投
下
か
ら
２
週
間

以
内
の
期
間
に
１
週
間
程
度
以

上
滞
在
―
―
し
た
者
で
、「
固

形
が
ん
」「
白
血
病
」「
副
甲
状

腺
機
能
亢
進
症
」「
放
射
線
白

内
障
「
心
筋
梗
塞
」
に
罹
患
し

た
場
合
に
は
積
極
的
に
認
定
す

る
、
と
し
て
い
る
。
今
年
６
月

に
は
積
極
的
に
認
定
す
る
病
名

に
「
甲
状
腺
機
能
低
下
症
」

「
肝
機
能
障
害
」（
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
）
が
追
加
さ
れ
た
。

新
基
準
で
認
定
者
数
は
激
増

し
た
が
、
鎌
田
氏
は
①
被
爆
者

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
８
０
０

０
件
以
上
の
審
査
待
ち
が
発
生

し
て
い
る
②
認
定
の
基
準
が
複

数
存
在
し
、
認
定
の
蓋
然
性
が

不
明
確
で
あ
る
③
す
べ
て
の
臓

器
の
癌
が
認
定
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
―
―
な
ど
の
問
題
を
指

摘
し
た
。

ま
た
、
鎌
田
氏
は
病
状
の
重

篤
化
す
る
認
定
患
者
へ
の
対
応

や
す
べ
て
の
被
爆
者
を
救
済
す

る
た
め
に
介
護
保
険
の
よ
う
な

段
階
区
分
を
設
け
、
そ
れ
に
応

じ
て
給
付
す
る
「
段
階
的
認
定

制
度
」
を
構
築
す
る
べ
き
だ
と

述
べ
た
。

核
を
め
ぐ
る
情
勢
と

私
た
ち
の
役
割

常
任
世
話
人
　
原
　
和
人

お
お
さ
か
反
核
平
和
の

つ
ど
い
を
開
催

大
阪
府
保
険
医
協
会
反
核
平
和
委
員
会
と
お
お
さ
か
医

科
・
歯
科
九
条
の
会
は
、
6
月
27
日
に
M
＆
D
ホ
ー
ル
に
お

い
て
「
お
お
さ
か
反
核
平
和
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た
。
医

師
を
は
じ
め
40
名
が
参
加
し
た
。

講
演
す
る
鎌
田
七
男
氏

6
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
お
お
さ
か
反
核
平
和
の
つ
ど
い
」
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2009年7月31日 反核医師の会ニュース 第42号　（４）

2009年度会費が未納の方は納入をお願い

します。

□個人会員
（医師・歯科医師、医学者）…10,000円

□医歯学生会員……………………1,000円

□賛助会員…………………………1,000円

≪振込先≫

◇りそな銀行　新都心営業部　 普通
1557502 「反核医師・医学者の集い」

◇郵便振替　00170－7－56764 「反核
医師・医学者のつどい」

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

結
成
20
周
年
を
迎
え
た
核
戦

争
に
反
対
す
る
北
海
道
医
師
・

歯
科
医
師
の
会
（
福
地
保
馬
会

長
）
は
、
７
月
４
日
、
札
幌
市

内
で
第
21
回
総
会
を
開
き

ま
し
た
。
20
年
前
の
６
月

４
日
、
23
名
の
参
加
で
結

成
さ
れ
た
本
会
は
現
在
１

３
９
名
の
会
員
を
擁
し
て

い
ま
す
が
、
若
い
医
師
の

参
加
が
少
な
く
、
会
長
、

事
務
局
長
と
も
20
年
間
不

変
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
世

代
交
代
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
、
福
地
会

長
は
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
強

調
。「
原
爆
投
下
か
ら
64

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

今
、
原
点
に
帰
っ
て
医
師

と
し
て
核
戦
争
反
対
の
声

を
あ
げ
よ
う
」
と
全
道
の
医
師

等
に
呼
び
か
け
る
特
別
決
議
を

採
択
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
非
核
の
政
府
を
求

め
る
会
常
任
世
話
人
で
、
前
長

崎
総
合
科
学
大
学
教
授
で
あ
る

藤
田
俊
彦
氏
を
迎
え
て
「
核
兵

器
廃
絶
国
際
世
論
と
運
動
の
20

年
―
夢
か
ら
現
実
へ
」
と
題
す

る
公
開
講
演
会
を
行
い
、
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

藤
田
氏
は
、
世
界
の
核
軍
備

状
況
や
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

国
連
決
議
に
各
国
が
ど
の
よ
う

な
態
度
を
取
っ
た
か
を
詳
し
く

説
明
。「
核
抑
止
力
」
の
継
続

を
前
提
に
、
核
兵
器
廃
絶
を
究

極
の
課
題
と
す
る
日
本
政
府

と
、
積
極
的
な
核
兵
器
廃
絶
を

求
め
る
マ
レ
ー
シ
ア
や
メ
キ
シ

コ
な
ど
と
の
違
い
を
紹
介
し
ま

し
た
。

オ
バ
マ
大
統
領
の
核
兵
器
廃

絶
へ
向
け
た
発
言
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ

（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会

議
準
備
委
員
会
に
好
影
響
を
与

え
て
い
る
と
指
摘
し
、
困
難
な

核
戦
争
を
防
止
し
平
和
を
求

め
る
茨
城
医
療
人
の
会
は
６
月

７
日
に
第
６
回
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
記
念
行
事
に
は
イ
ラ
ク

人
医
師
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ヌ
ー

リ
・
シ
ャ
キ
ル
さ
ん
を
迎
え
、

総
会
前
日
に
筑
波
大
学
で
、
総

会
当
日
に
は
土
浦
市
で
、
そ
れ

ぞ
れ
「
終
わ
ら
な
い
イ
ラ
ク
戦

争
〜
戦
禍
の
中
に
見
い
だ
す
希

望
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
演
会
の
実
行
委
員
会
に
は

筑
波
大
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル
を

は
じ
め
地
域
の
平
和
委
員
会
な

ど
が
参
加
し
、
来
場
者
数
は
50

人
の
学
生
を
含
め
て
両
会
場
合

わ
せ
て
１
８
０
人
で
し
た
。

講
演
会
で
は
シ
ャ
キ
ル
さ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ク
に

D
em
ocracy

で
は
な
い
７
つ

のD

を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
映

像
を
使
っ
て
報
告
し
ま
し
た
。

（
１．

D
e
a
th
：

死
、
２．

D
etainm

ent：

拘
留
、
３．

D
eepening

the
sectarian

D
ifference：

宗
派
対
立

の
激
化
、
４．D

isplaced
P
eople：

避
難
民
の
発

生
、
５．

D
elivery

of
T
errorism

：

テ
ロ
の
発
生
、

６．D
eprivation

of
H
um
an

righ
ts：

人
権
の
剥
奪
、
７．

D
iseases

and
D
isabilities：

病
気
と
障
害
）

筑
波
大
学
で
の
講
演
の
あ
と

の
意
見
交
流
会
で
、
シ
ャ
キ
ル

さ
ん
を
交
え
て
、
学
生
を
含
め

い
ろ
ん
な
方
々
と
意
見
を
交
換

で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
学
生
か
ら
は
「
拷
問
を

受
け
て
い
る
写
真
な
ど
は
ど
う

や
っ
て
撮
っ
て
い
る
の
か
？
」

「
北
朝
鮮
と
日
本
の
関
係
を
ど

う
思
う
か
？
」「
独
裁
者
の
フ

セ
イ
ン
を
ど
う
評
価
す
る

か
？
」
な
ど
の
質
問
が
次
々
と

出
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
様
子
は
地
元
の
ロ
ー

カ
ル
Ｔ
Ｖ
局
が
取
材
し
、
１
時

間
枠
の
番
組
で
放
送
し
ま
し

た
。

広
島
県
廿
日
市
市
に
事
務

局
が
あ
る
「
新
世
紀
に
戦
争

を
語
り
継
ぐ
会
」
は
２
０
０

１
年
か
ら
戦
争
体
験
集
の
発

行
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
第
３
集
と
な
る
「
三

世
代
が
　
い
ま
語
る
　
わ
た

し
の
戦
争
」
を
発
行
し
ま
し

た
。
広
島
の
被
爆
体
験
の
み

な
ら
ず
、
学
童
疎
開
、
軍
都

呉
大
空
襲
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
移

住
者
の
逃
避
行
、
東
京
大
空

襲
、
予
科
練
、
軍
隊
体
験
、

シ
ベ
リ
ア
抑
留
、
在
韓
被
爆

者
な
ど
明
治
、
大
正
、
昭
和

の
三
世
代
に
わ
た
る
30
人
の

市
民
が
体
験
し
た
真
実
の
戦

争
体
験
が
語
ら
れ
て
い
ま

す
。人

口
30
万
人
の
海
軍
都
市

呉
へ
の
空
襲
は
広
島
原
爆
の

影
に
隠
れ
て
き
ま
し
た
が
、

5
回
の
大
規
模
空
襲
で
投
下

さ
れ
た
爆
弾
の
密
度
は
国
内

最
大
で
し
た
。
残
っ
て
い
た

軍
艦
が
応
戦
し
て
殲
滅
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
本
土
で

唯
一
の
本
格
的
戦
闘
で
あ
り

軍
人
の
み
な
ら
ず
多
く
の
市

民
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

徴
兵
で
中
国
大
陸
に
出
征

し
た
森
川
さ
ん
は
中
国
人

「
密
偵
」
の
日
本
刀
試
し
切

り
、
ソ
ビ
エ
ト
兵
に
よ
る
日

本
人
婦
女
暴
行
、
モ
ン
ゴ
ル

族
か
ら
野
菜
を
わ
け
て
貰
っ

て
生
き
延
び
た
シ
ベ
リ
ア
抑

留
な
ど
を
回
想
し
て
い
ま

す
。特

殊
甲
種
幹
部
候
補
生
に

合
格
し
て
陸
軍
予
備
士
官
学

校
に
晴
れ
て
入
学
し
た
森
山

さ
ん
た
ち
に
は
、「
お
前
た

ち
は
2
月
後
に
は
少
尉
に
任

官
し
て
特
別
攻
撃
隊
長
と
し

て
敵
地
に
切
り
込
み
を
す
る

こ
と
が
主
要
任
務
で
あ
る
か

ら
、
自
分
の
使
用
す
る
日
本

刀
を
一
流
れ
ず
つ
各
家
庭
で

準
備
す
る
よ
う
に
」
と
指
示

さ
れ
ま
し
た
。

マ
ニ
ラ
に
一
家
で
移
住
し

て
い
た
松
村
さ
ん
は
米
軍
上

陸
に
よ
る
逃
避
行
の
最
後
に

動
け
な
く
な
っ
た
母
と
別
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。著

者
の
お
ひ
と
り
奥
川

忠
さ
ん
は
「
ぜ
ひ
後
輩
に
い

い
た
い
の
は
『
歴
史
は
く
り

返
す
』と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
歴
史
に
学

ん
で
欲
し
い
の
で
あ
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
北

朝
鮮
へ
の
防
衛
配
備
、
自
衛

艦
海
外
派
遣
な
ど
放
棄
し
た

は
ず
の
戦
争
へ
の
道
へ
一
歩

一
歩
逆
行
し
て
い
る
今
、
多

く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
本
で
す
。

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
・
愛
知
は
、
６
月
13
日
（
土
）

の
午
後
、
09
年
度
の
総
会
と
終

了
後
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画『
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』

（
鎌
仲
ひ
と
み
監
督
）
の
上
映

会
を
行
っ
た
。
総
会
＆
上
映
会

に
は
25
人
が
参
加
し
た
。

反
核
医
師
の
会
は
、
毎
年
恒

例
の
講
演
会
と
全
国
の
反
核
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
へ
の
参

加
の
他
に
原
爆
症
認
定
集
団
訴

訟
の
支
援
を
続
け
、
08
年
度
は

さ
ら
に
ア
シ
ュ
フ
ォ
ー
ド
女
史

（
元
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
共
同
代
表
）

と
の
懇
談
会
や
、
被
爆
者
か
ら

「
主
治
医
意
見
書
」
の
記
載
を

求
め
ら
れ
た
場
合
に
要
請
に
応

え
る
た
め
の
「
原
爆
症
認
定
申

請
に
つ
い
て
の
研
究
会
」
を
開

く
な
ど
、
今
の
情
勢
を
反
映
し

て
活
発
な
活
動
を
行
っ
た
。
総

会
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
と
会

計
報
告
を
承
認
し
、
今
年
度
の

活
動
計
画
を
決
め
た
。

今
年
も
、
す
で
に
５
月
16
日

に
は
80
人
の
参
加
で
27
周

年
の
記
念
講
演
会
を
行

い
、
郷
地
秀
夫
医
師
の

『
曙
を
呼
び
戻
せ
―
原
爆

症
と
た
た
か
っ
た
医
師
た

ち
』
の
講
演
を
聞
き
、
郷

地
先
生
を
囲
ん
で
名
古
屋

大
学
病
院
小
児
科
と
病
理

学
教
室
で
研
修
し
て
い
た

２
人
の
女
性
医
師
と
、
原

爆
症
と
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
被

害
問
題
等
に
つ
い
て
懇
談
会
を

行
っ
て
い
る
。

総
会
後
に
上
映
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
六
ヶ
所
村

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』
は
、
日
本
で

唯
一
の
大
規
模
な
使
用
済
み
核

燃
料
の
再
処
理
施
設
を
押
し
付

け
ら
れ
た
青
森
県
六
ヶ
所
村
と

近
隣
地
域
で
、
農
業
を
営
み
つ

つ
大
地
に
根
を
張
っ
て
地
道
な

反
対
運
動
を
続
け
る
人
々
の
日

常
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
映
画
の
中
で
、鎌
仲
監
督
は
、

一
度
重
大
事
故
が
起
き
れ
ば
東

北
地
方
を
越
え
て
放
射
能
汚
染

が
広
範
囲
に
拡
散
す
る
こ
の
再

処
理
工
場
を
本
格
稼
動
さ
せ
て

よ
い
の
か
、
い
つ
ま
で
も
原
発

に
頼
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

続
け
て
よ
い
の
か
？
―
と
、
こ

の
映
画
で
一
人
ひ
と
り
の
日
本

人
の
胸
に
問
う
て
い
る
。

課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
核
兵
器

廃
絶
に
動
き
出
し
て
い
る
国
際

情
勢
を
解
明
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇

親
会
も
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
、

生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器
を

な
く
そ
う
と
確
認
し
合
い
ま
し

た
。（
常
任
世
話
人
、
北
海
道
反

核
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
事
務
局

塩
川
哲
男
）

新世紀に戦争を語り
継ぐ会編

汐文社　1600円＋税

「
三
世
代
が
　
い
ま
語
る

わ
た
し
の
戦
争
」

広
島
共
立
病
院
　
青
木
克
明

書評

総
会
後
の
記
念
講
演
会

＝
７
月
４
日
、
札
幌
市

講演するイラク人医師
モハメッド・ヌーリ・
シャキル氏

保
険
医
協
会
伏
見
会
議
室

で
開
い
た
総
会
と
映
画
上

映
会

イラク人医師シャキルさんと

市民・学生が交流

茨　城

総
会
と
『
六
ヶ
所
村
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー
』
上
映
会

開
く

愛
　
知 結

成
20
周
年
の
総
会

北
海
道

2009年度会費納入と
募金のお願い

2009年度会費納入と
募金のお願い
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